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里
山
の
自
然
環
境
の
評
価
高
ま
る

奈
良
川
源
流
域
の
人
と
自
然
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奈
良
川
源
流
域
は
、
生
態
系
豊
か
な
貴

重
な
里
山
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
一
九
九

六
年
か
ら
十
一
年
間
に
わ
た
り
、
こ
の
奈

良
川
源
流
域
の
豊
か
な
自
然
を
、
次
の
世

代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
奈
良
川
は
横
浜

市
北
部
を
流
れ
る
鶴
見
川
の
支
流
で
、
そ

の
源
流
域
は
、
田
ん
ぼ
、
畑
、
樹
林
地
、

溜
め
池
な
ど
が
残
る
、
い
わ
ゆ
る
里
山
と

呼
ば
れ
る
環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
貴
重
な
里
山
の
自
然
が
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
や
、
行
政
、
専
門
家

な
ど
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

奈
良
川
源
流
域
の
貴
重
な
自
然

ま
ず
、
奈
良
川
源
流
域
の
豊
か
な
自
然
と
、

そ
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
奈
良
川
源
流
域
は
、
農
業
用
溜
め

池
・
本
山
池
を
擁
し
た
典
型
的
な

里
山
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
現

在
で
も
田
ん
ぼ
や
畑
で
営
農
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

人
の
心
の
原
風
景
と
い
わ
れ
て
い

る
、
里
山
の
景
観
も
保
全
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
サ
シ
バ
を
は
じ

め
、
オ
オ
タ
カ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
チ

ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
、
ツ
ミ
な
ど
の
猛

禽
類
が
飛
来
、
生
息
し
、
一
部
は

営
巣
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
猛
禽
類

が
生
息
す
る
こ
と
は
、
こ
の
里
山

の
生
態
系
の
豊
か
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

③
本
山
池
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
の

神
奈
川
県
最
後
の
生
息
地
で
あ
り
、「
奈
良

川
源
流
域
を
守
る
会
」
と
、
玉
川
大
学
、
神

奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
内
水
面
試
験
場

と
共
同
で
増
殖
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た

（「
奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
」
は
、
ゼ
ニ
タ

ナ
ゴ
の
復
元
実
験
で
、
W
W
F
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
助
成
金
を
受
け
て
い
ま
す
）。

④
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
自
生
地
で
あ
り
、
エ
サ
の

カ
ワ
ニ
ナ
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
源

流
域
部
分
の
小
川
を
復
元
す
れ
ば
、
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
が
復
活
す
る
可
能
性
が
高
い
、
と
専

門
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
本
山
池
や
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
で
、
オ
オ
サ
ギ
、

ア
オ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
、
カ
ル
ガ
モ
、

カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の
水
鳥
が
飛
来
、
生
息
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、
ヨ
シ
キ

リ
、
ア
オ
バ
ズ
ク
、
コ
ゲ
ラ
、
ア
オ
ゲ
ラ
、

キ
ジ
な
ど
の
野
鳥
が
多
数
生
息
し
て
い
ま
す
。

⑥
タ
ヌ
キ
、
リ
ス
、
イ
タ
チ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
ほ
乳
類
が
生
息
し
て
い

ま
す
。

⑦
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
キ
ン
ラ
ン
、

ヤ
マ
ユ
リ
、
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
の
貴
重
な
昆
虫
、

植
物
、
生
物
も
多
数
生
息
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
鳥
類
、
昆

虫
、
植
物
な
ど
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
の
暮
ら
し
に
密
着

子
ど
も
達
に
も
芽
生
え
る
環
境
意
識

奈
良
川
源
流
域
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
散
策

エ
リ
ア
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然

と
触
れ
あ
う
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
十
一
年
の
間
、
里
山
の
自
然
と
人
が

ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
き
た
か
見
て
み
ま
す
。

①
近
隣
の
小
学
校
の
環
境
教
育
の
場
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
、
小
学
生
の
自
然
環

境
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、
身
近
な
自
然

を
守
り
た
い
と
い
う
意
識
も
芽
生
え
て
き
て

い
ま
す
。
当
会
も
小
学
校
の
環
境
教
育
に
協

力
し
、
地
域
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

②
二
〇
〇
四
年
に
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
が
制

奈良川源流域上空を飛ぶ、絶滅危惧種のサシバ。
チョウゲンボウ、ツミは営巣が確認されている。

ナナフシ君
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作
し
た
、
主
に
小
学
生
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
た
め
の
教
育
番
組
「
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
―
自
然
た
い
け
ん
に
で
か
け
よ

う
」
で
、
奈
良
川
源
流
域
と
「
奈
良
川
源
流

域
を
守
る
会
」
の
活
動
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
小
学
生
が
里
山
環
境
の
中

で
遊
び
な
が
ら
、
自
然
に
親
し
み
、
自
然
か

ら
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

③
二
〇
〇
五
年
に
N
H
K
が
企
画
し
た
、
テ
レ

ビ
の
番
組
づ
く
り
を
体
験
し
な
が
ら
、
放
送

の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
N

H
K
放
送
体
験
ク
ラ
ブ
」
に
、
近
隣
の
奈
良

小
学
校
の
５
年
生
が
参
加
し
、
N
H
K
横
浜

放
送
局
の
ス
タ
ジ
オ
で
自
分
た
ち
の
番
組
を

制
作
し
ま
し
た
。
生
徒
自
身
が
、
キ
ャ
ス
タ

ー
や
レ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
構
成
、
取
材
を

行
い
、
制
作
し
た
も
の
で
、
五
年
生
の
四
ク

ラ
ス
の
う
ち
二
ク
ラ
ス
が
、「
奈
良
川
源
流

域
を
守
る
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
、「
一
日

遊
ん
で
も
飽
き
な
い
と
こ
ろ
」「
こ
の
環
境

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
奈
良
川
源
流
域
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

④
奈
良
川
源
流
域
奥
の
土
橋
谷
戸
の
田
ん
ぼ
沿

い
の
道
が
、
青
葉
区
が
配
布
し
た
「
わ
い
わ

い
の
道
マ
ッ
プ
」
で
、「
青
葉
区
で
一
番
好

き
な
道
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

⑤
里
山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
、
近
郊

か
ら
当
地
へ
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
く
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他
、
当
会
で
は
、
土
橋
谷
戸
の
田
ん
ぼ

を
望
む
花
壇
の
手
入
れ
、
里
山
公
園
の
自
主

管
理
、
里
山
の
生
物
調
査
（
鳥
、
植
物
、
昆

虫
等
）、
里
山
ま
つ
り
な
ど
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ü
プ
ラ
ン
で
の
位
置
づ
け

奈
良
川
の
源
流
域
は
、
横
浜
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
青
葉
区
プ
ラ
ン
の
な

か
で
、
青
葉
区
の
水
と
緑
の
軸
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
プ
ラ
ン
か
ら
、
奈
良
川
源
流
域
に

企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
、

と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

次
に
そ
の
内
容
（
抜
粋
）
を
紹
介
し
ま
す
。

★
源
流
緑
地
―
崖
線
緑
地
―
沿
川
農
地
―
河
川

の
生
態
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
健
全
化
と
散
策
、

学
習
・
交
流

・
奈
良
川
、
岩
川
、
梅
田
川
な
ど
の
源
流
部
に

あ
る
谷
戸
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
。

・
人
工
化
、
単
調
化
し
た
本
川
・
支
川
・
水
路

を
改
善
し
、
自
然
環
境
の
回
復
・
創
出
を
は

か
り
、
谷
戸
や
水
路
、
水
田
な
ど
と
の
生
態

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
非

常
時
に
は
防
災
用
水
と
し
て
活
用
す
る
。

・
崖
線
緑
地
の
保
全
を
は
か
る
と
と
も
に
、
斜

面
住
宅
地
な
ど
の
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
川
沿
い
の
散
策
路
整
備
に
よ
っ
て
、
公
園
緑

地
、
尾
根
道
な
ど
と
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、

休
憩
、
学
習
、
親
水
拠
点
を
設
置
し
、
こ
れ

ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
流
域
で
の

防
災
・
環
境
学
習
、
市
民
交
流
を
促
進
す
る
。

★
沿
川
の
水
田
、
丘
陵
地
の
畑
な
ど
農
地
を
保
全

・
治
水
農
地
な
ど
の
制
度
的
な
担
保
に
よ
っ
て
、

水
田
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
盛
土

抑
制
を
徹
底
し
、
遊
水
機
能
を
確
保
す
る
。

・
沿
川
の
田
園
景
観
、
崖
線
樹
林
景
観
を
一
体

的
に
保
全
す
る
。

・
調
整
区
域
内
の
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
遊
水
、

保
水
機
能
を
代
替
す
る
施
設
を
設
置
す
る
。

★
環
境
保
全
型
、
交
流
型
農
業
の
振
興

・
有
機
農
法
、
無
農
薬
農
法
な
ど
に
よ
り
、
流

域
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
都
市
農
業
を
推

進
す
る
。

・
農
産
品
の
産
地
直
売
を
推
進
し
、
流
域
内
互

助
の
仕
組
み
を
つ
く
る
。

﹁
奈
良
川
源
流
域
﹂
を

含
む
そ
の
他
の
構
想

「
緑
の
回
廊
」
構
想

東
京
都
の
八
王
子
、
日
野
、
多
摩
、
稲
城
、

町
田
市
と
神
奈
川
県
の
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
、

関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
を
抜
粋
し
て
み
ま
す
。

快
適
な
水
辺
環
境
の
創
出

青
葉
区
の
原
風
景
で
あ
る
水
と
緑
の
軸
と
な

る
鶴
見
川
（
谷
本
川
），

恩
田
川
・
奈
良
川，

早
渕
川
と
そ
の
周
辺
の
田
園
風
景
を
保
全
し，

多
様
な
生
物
が
生
息
す
る
環
境
の
保
全
・
回
復

を
図
り
ま
す
。

景
観
づ
く
り
の
指
針

【
眺
望
を
考
慮
し
た
景
観
づ
く
り
】

谷
戸
の
風
景，

丘
か
ら
の
眺
め，

田
園
風
景

か
ら
丘
の
風
景
へ
の
視
界
の
広
が
り，

道
路
か

ら
の
見
通
し
な
ど，

眺
望
を
考
慮
し
た
景
観
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
優
良
な
農
地
や
樹
林
地，

斜
面
緑
地，

街
路
樹
の
保
全
・
育
成
を
進
め
る

と
と
も
に，

眺
望
に
配
慮
し
た
住
宅
地
づ
く
り

な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

と
し
て
、
中
田
横
浜
市
長
の
政
策
の
大
き
な

柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
緑
の
保
全
、
創
出
に
沿

っ
た
青
葉
区
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
川
源
流
域
に
関
わ
る

﹁
鶴
見
川
流
域

水
マ
ス
タ
ü
プ
ラ
ン
﹂
の
概
要

さ
ら
に
、
横
浜
市
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
京
浜
河
川
事
務
所
の
主
導
で
、
平
成

十
六
年
八
月
二
日
に
鶴
見
川
流
域
水
協
議
会
が

策
定
し
た
「
鶴
見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
実
現
に
向
け
て
、
流
域
の
市
民
、
市
民
団
体
、

横
須
賀
、
鎌
倉
、
逗
子
、
三
浦
市
と
葉
山
町
が

参
加
し
、
首
都
圏
各
地
の
緑
を
つ
な
ぐ
散
策
路

を
整
備
す
る
「
緑
の
回
廊
」
構
想
に
、
奈
良
川

源
流
域
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
「
水
と
緑
の
回
廊
」
構
想

鶴
見
川
流
域
に
お
け
る
広
域
の
水
と
緑
の
回

廊
の
な
か
で
、
奈
良
川
源
流
域
は
、
横
浜
市
の

こ
ど
も
の
国
周
辺
の
緑
の
七
大
拠
点
を
構
成
す

る
地
域
と
し
て
、
ま
た
、
郊
外
に
位
置
し
、
河

川
や
支
川
の
水
源
で
あ
る
、
ま
と
ま
っ
た
樹
林

地
や
農
地
と
し
て
の
特
性
を
備
え
て
い
る
地
域

と
し
て
、
次
の
施
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

ア
樹
林
地
や
農
地
の
優
先
的
な
保
全

イ

「
よ
こ
は
ま
未
来
の
森
」
と
し
て
の
保

全
・
活
用

ウ
多
様
な
生
物
の
生
息
空
間
の
確
保

エ
家
族
で
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

空
間
の
整
備

ま
た
、
玉
川
大
学
内
の
本
山
池
周
辺
は
、
横

浜
市
と
の
協
定
緑
地
と
し
て
保
全
さ
れ
て
い
て
、

奈
良
川
源
流
域
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
」
が
活
動
を
始
め

た
十
一
年
前
の
時
点
で
、
す
で
に
、
多
自
然
型

の
川
づ
く
り
や
、
里
山
環
境
を
保
全
し
、
復
元

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
は
、
専
門
家

だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民
の
間
で
も
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
態
系
豊
か
な
里
山
環
境

を
一
度
破
壊
す
れ
ば
、
復
元
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
中
田
横
浜
市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
横
浜
市
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
政
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
奈
良
川

源
流
域
を
守
る
会
」
で
も
、
奈
良
川
源
流
域
の

里
山
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奈良川源流域に飛来したオオタカ
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【
平
成
十
九
年
四
月
一
日
】

お
花
見
会
＋
里
山
吟
行

今
年
の
お
花
見
会
は
、
俳
句
の
吟
行
も
兼
ね
、
大
島
桜
を
は
じ

め
と
す
る
、
里
山
の
名
花
・
名
木
を
訪
ね
な
が
ら
、
そ
の
美
し
さ

を
十
分
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
俳
句
に
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
、

自
然
の
中
に
、
新
し
い
驚
き
、
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
会
員

で
、
結
社
同
人
（
二
名
）
の
方
以
外
は
、
慣
れ
な
い
俳
句
作
り
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
句
を
披
露
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

花は
な

のの

酒さ
け

角か
く

煮に

のの

肉に
く

かか

今け

朝さ

のの

那な

覇は

食
山
人

花
の
宴
イ
ン
カ
の
風
の
吹
き
渡
る

一
子

う
ぐ
ひ
す
の
声
の
清
ら
か
雑
木
山

T
・
W

風
に
舞
ふ
花
片
は
な
び
ら

ま
ぶ
し
谷
戸
の
里

ま
す
お

風
立
ち
て
は
や
散
り
初
め
し
桜
花

節
夫

花
の
昼
草
に
寝
こ
ろ
び
耳
す
ま
す

崇
文

初
蛙
あ
ち
見
こ
ち
見
の
畦あ
ぜ

の
子
等

博

花
吹
雪
け
ふ
は
娘
の
発
つ
日
な
り

和
子

花
筵

は
な
む
し
ろ

イ
ン
カ
の
曲
は
「
花
祭
」

み
づ

花
び
ら
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
春
の
蝶

美
那
子

さ
く
ら
散
る
槌
音
ひ
び
く
屋
根
修
理

愛
雨

花
に
酔
ひ
イ
ン
カ
の
笛
を
吹
く
男

桜
子

筍
た
け
の
こ

の
先
に
つ
ま
ず
き
里
山
路

秋
明（

以
上
旧
仮
名
に
て
）

【
平
成
十
九
年
五
月
十
九
日
】

初
夏
の
バ
ü
ド
ウ
オ
Ã
チ
ン
グ

講
師：

仲
俣
申
喜
男
先
生
（
日
本
野
鳥
の
会
）

参
加
人
員：

約
四
十
五
名

フ
ィ
ー
ル
ド：

は
ら
っ
ぱ
広
場
、
土
橋
谷
戸
、

本
山
池
、
東
山
尾
根
道
、
里
山
公
園
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
里
山
を
巡

り
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
し
て
か
ら
、
自
治
会

館
で
、
鳥
に
ま
つ
わ
る
珍
し
い
お
話
を
い
ろ
い

ろ
う
か
が
い
ま
し
た
。

仲
俣
先
生
「
モ
ズ
（
百
舌
）、
と
い
う
鳥
は
百

の
舌
と
書
き
ま
す
か
ら
、
色
々
に
鳴
き
ま
す
。

ア
ッ
シ
ジ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
よ
う

に
鳥
と
話
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

日
本
野
鳥
の
会
の
創
立
者
の
中
西
悟
堂
さ
ん

は
、
ス
ズ
メ
の
声
で
人
が
来
た
か
ど
う
か
解
っ

た
そ
う
で
す
」

質
問
「
サ
シ
バ
が
近
所
で
確
認
さ
れ
た
ん
で
す

が
、
少
な
い
の
で
す
か
？
」

仲
俣
先
生
「
サ
シ
バ
は
渡
り
鳥
で
す
。
昔
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
ね
。

伊
良
湖
岬
や
佐
多
岬
に
立
ち
寄
る
の
は
有
名
で
す
ね
。
上
昇
気
流
が
発
生

す
る
と
き
に
、
そ
こ
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
く
ん
で
す
」

次
か
ら
次
へ
と
楽
し
い
お
話

が
つ
づ
き
、
気
が
つ
く
と
お
昼

近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
見
た
鳥
】

ム
ク
ド
リ
、
カ
ラ
ス
、
チ
ョ
ウ
ゲ

ン
ボ
ウ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
、

メ
ジ
ロ
、
ス
ズ
メ
、
ツ
バ
メ
、
ハ

ク
セ
キ
レ
イ
、
キ
ジ
、
カ
ル
ガ
モ
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ア
オ
ゲ
ラ
、
ウ

グ
イ
ス
（
声
）、
カ
ケ
ス
、
オ
オ
ヨ

シ
キ
リ
（
声
）、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、
ガ

ビ
チ
ョ
ウ
（
声
）、
コ
ゲ
ラ
（
声
）

カラスの巣を見る仲俣先生

﹁
奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
﹂
活
動
レ
ポ
ü
ト
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【
平
成
十
九
年
八
月
二
十
五
日
】

昆
虫
観
察
会

講
師：

松
香
光
夫
先
生
（
玉
川
大
学
）

ア
シ
ス
タ
ン
ト：

宮
川
真
理
子
さ
ん

参
加
人
員：

約
三
十
名

フ
ィ
ー
ル
ド：

は
ら
っ
ぱ
広
場

配
付
・
回
覧
資
料：

①

昆
虫
各
目
の
容
姿
と
系
統
（
翅
の
つ
き
か
た

に
注
目
し
た
資
料
）

②
里
山
公
園
で
三
年
間
に
観
察
さ
れ
た
生
物
リ

ス
ト

③
②
の
写
真
リ
ス
ト

④

里
山
公
園
観
察
昆
虫
の
代
表
的
な
種
の
入
っ

た
標
本
箱

観
察
会
ス
タ
ー
ト

十
時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
か
ら
、
奈
良
上
自
治
会

館
屋
内
に
て
観
察
会
ス
タ
ー
ト
。

司
会
の
山
田
さ
ん
か
ら
本
日
の
観
察
会
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
が
あ
っ
た
後
、
松
香
先
生
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

松
香
先
生
か
ら
、
配
付
さ
れ
た
資
料
な
ど
を

使
っ
た
昆
虫
の
楽
し
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

虫
の
大
き
さ
の
話

小
さ
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
ヨ
ナ
ク
ニ

サ
ン
（
八
重
山
地
方
に
い
る
蛾
の
一
種
）
の
よ

う
に
二
〇
セ
ン
チ
強
の
も
の
も
い
る
。

子
供
た
ち
か
ら
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト

と
か
ア
ト
ラ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
の
声
。
み
ん
な
よ

く
知
っ
て
ま
す
。

昆
虫
の
か
ら
だ
の
特
徴

足
が
六
本
、
ハ
ネ
四
枚
。

ム
カ
デ
、
ク
モ
、
ワ
ラ
ジ
ム
シ

の
よ
う
に
足

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
や
つ
は
昆
虫
（
網
）
で
は
な

い
。ハ

ネ
の
な
い
昆
虫
（
ノ
ミ
な
ど
）
も
い
る
が
、

も
と
も
と
あ
っ
た
の
が
退
化
し
た
。

先
生
が
配
付
さ
れ
た
資
料
は
ハ
ネ
の
か
た
ち

や
付
き
方
で
昆
虫
の
グ
ル
ー
プ
（
目
）
を
分
類

し
た
も
の
。
ま
た
先
生
に
用
意
し
て
い
た
だ
い

た
、
奈
良
地
区
で
よ
く
見
ら
れ
る
昆
虫
の
標
本

を
皆
で
観
察
し
ま
し
た
。

分
布
の
推
移

奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
か
ら
配
付
し
た
、

里
山
公
園
夏
期
昆
虫
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
の
説

明
。モ

ン
キ
ア
ゲ
ハ
は
南
方
系
の
蝶
だ
が
最
近
は

奈
良
地
区
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
三
十
年
ほ
ど
前
は
い
な
か
っ
た
。
温
暖
化

の
進
行
と
と
も
に
昆
虫
の
分
布
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

「
ま
だ
少
し
で
も
朝
の
涼
し
さ
が
残
っ
て
い
る

う
ち
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
虫
の
観
察
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
同
勇
ん
で
虫
採
り
に

出
か
け
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活
動

十
時
半
か
ら
十
一
時
半
の
一
時
間
ほ
ど
フ
ィ

ー
ル
ド
で
活
動
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
網
を
ふ
る
っ
て
元
気
に
原
っ
ぱ

を
か
け
ま
わ
る
姿
は
、
見
て
い
る
こ
っ
ち
ま
で

わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

前
日
か
ら
し
か
け
て
お
い
た
ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ

プ
（
地
中
埋
め
込
み
ト
ラ
ッ
プ
）
を
回
収
し
、

ど
ん
な
虫
が
採
れ
て
い
る
か
松
香
先
生
と
い
っ

し
ょ
に
観
察
し
ま
し
た
。

今
日
の
成
果
な
ど

十
一
時
半
頃
、
暑
い
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
涼
し

い
屋
内
に
戻
っ
て
き
て
一
息
つ
い
た
後
、
先
生

と
い
っ
し
ょ
に
今
日
の
成
果
な
ど
の
お
話
を
し

ま
し
た
。

ど
ん
な
虫
が
採
れ
た
か
な
？

子
供
た
ち
の
虫
籠
に
は
チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、

バ
ッ
タ
な
ど
が
わ
ん
さ
か
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
に
も
、
シ
デ
ム
シ
、
オ
サ
ム

シ
、
ハ
ネ
カ
ク
シ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
ヨ
コ
エ
ビ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
コ
エ

ビ
が
入
っ
た
ト
ラ
ッ
プ
の
あ
っ
た
場
所
は
じ
め

じ
め
し
た
用
水
路
跡
で
し
た
。

ヨ
コ
エ
ビ
の
仲

間
に
は
陸
生
の
も
の
も
い
て
、
落
葉
や
石
の
下

な
ど
に
棲
息
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
採
れ
る
虫
の
違
い

奈
良
町
は
ら
っ
ぱ
の
よ
う
な
背
の
低
い
草
地

だ
と
、
バ
ッ
タ
、
カ
マ
キ
リ
、
チ
ョ
ウ
、
ト
ン

ボ
な
ど
が
採
れ
ま
す
が
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ

ガ
タ
は
採
れ
ま
せ
ん
。

昆
虫
の
種
類

現
在
地
球
上
に
棲
息
し
て
い
る
昆
虫
は
、
確

大
学
生
よ
り
熱
心
？

ト
ラ
ッ
プ
に
は
、
珍
し
い
虫
が
。

昆
虫
標
本
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認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
約
百
万
種
ぐ
ら
い
。

未
確
認
／
未
発
見
種
を
入
れ
る
と
こ
の
十
倍

（
一
〇
〇
〇
万
種
）
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

特
に
土
中
に
棲
息
す
る
種
類
に
つ
い
て
は
研

究
が
進
ん
で
い
な
い
と
の
こ
と
。

土
中
昆
虫
を
詳
細
に
研
究
す
れ
ば
国
内
で
も

新
種
発
見
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
そ
う

で
す
。

参
加
者
か
ら
松
香
先
生
に
質
問

今
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
観
察
で
は
、
同
じ

種
類
の
バ
ッ
タ
で
も
生
れ
て
す
ぐ
の
小
さ
い
も

の
や
、
か
な
り
大
き
い
も
の
が
い
ま
し
た
。
ど

う
し
て
で
す
か
？

バ
ッ
タ
の
仲
間
は
、
幼
虫
と
成
虫
の
境
が
な

く
（
不
完
全
変
態
）
小
さ
い
時
か
ら
大
体
同
じ

よ
う
な
身
体
付
き
で
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

成
育
段
階
が
違
う
個
体
が
同
じ
場
所
に
住
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
個
体
は
孵
化
の
時
期
が
違
う
も
の

で
す
。

今
日
た
く
さ
ん
観
察
で
き
た
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ

バ
ッ
タ
の
場
合
、
タ
マ
ゴ
が
産
み
つ
け
ら
れ
る

時
期
は
秋
で
、
こ
れ
が
越
冬
し
て
六
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
孵
化
し
ま
す
。

記
者
注:

不
完
全
変
態
と
は
「
蛹
を
経
ず
幼
虫
が
直
接

成
虫
に
変
態
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
幼
虫
と
成

虫
の
形
態
が
良
く
似
て
い
る
こ
と
」
を
指
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
ら
っ
ぱ
に
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
い
ま
せ

ん
か
？

小
型
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間
に
は
、
は
ら

っ
ぱ
に
い
る
も
の
も
い
ま
す
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間
は
翅
が
き
れ
い
な
も

の
が
多
い
で
す
が
、
大
顎
で
木
を
か
じ
っ
て
だ

め
に
し
て
し
ま
う
の
で
害
虫
扱
い
さ
れ
て
い
ま

す
。
幼
虫
は
鉄
砲
虫
と
呼
ば
れ
て
ま
す
。

タ
マ
ム
シ
も
害
虫
で
す
か
？

あ
ん
な
綺
麗

な
虫
が
害
虫
だ
と
す
る
と
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

害
虫
と
言
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
タ
マ
ム
シ
の
翅
の
色
は
翅
自
体

に
色
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
表
面
に
あ
る
こ
ま

か
い
凹
凸
で
光
を
反
射
し
て
色
を
出
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

見
る
角
度
に
よ
っ
て
色
が
変
わ
る
の
で
、
あ

い
ま
い
な
政
策
の
こ
と
な
ど
を
タ
マ
ム
シ
色
と

言
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

記
者
注:

ヤ
マ
ト
タ
マ
ム
シ
の
幼
虫
は
枯
木
を
エ
サ
に

し
て
育
ち
生
木
は
食
べ
ま
せ
ん
。
一
見
食
害
は

な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
伐
採
し
貯
木
し
た

時
に
産
卵
し
建
築
や
家
具
用
途
の
材
の
価
値
を

損
な
わ
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
害
虫
と
認
識
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
タ
マ
ム
シ
の
仲
間

に
は
、
生
木
を
食
べ
大
規
模
な
食
害
を
発
生
さ

せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で
す

記
者
注:

タ
マ
ム
シ
の
翅
は
表
面
に
こ
ま
か
い
凹
凸
が

あ
る
層
が
十
数
層
重
な
り
あ
っ
て
で
き
て
お
り
、

光
の
干
渉
に
よ
っ
て
見
る
角
度
に
よ
る
色
の
違

い
が
出
る
そ
う
で
す
。

原
理
と
し
て
は
シ
ャ
ボ

ン
玉
や
C
D
の
表
面
と
同
じ
で
す
。

こ
の
他
、
虫
に
ま
つ
わ
る
雑
多
な
話
題
に
つ

い
て
も
、
楽
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
時
二
十
分
頃

観
察
会
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
暑
い
中
お
疲

れ
様
で
し
た
。（
Ｉ
）

AA A

Q

Q Q

先
生
、
こ
の
虫
は
何
で
す
か
？

僕
の
見
つ
け
た
ト
ン
ボ
だ
！
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2
0
0
7
年
★
鳥
類
調
査
レ
ポ
ー
ト

猛
禽
類
が
飛
び
交
う

奈
良
川
源
流
域

奈
良
川
源
流
域
で
は
、
過
去
の
鳥
類
調
査

に
お
い
て
オ
オ
タ
カ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
等

の
猛
禽
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
の
鳥
類
調
査
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
少
し
方
法
を
変
え
、
以
下
①
〜
③
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
随
時
調
査

調
査
期
間
が
長
く
、
１
回
あ
た
り
の
観
察

時
間
が
短
い
調
査

②
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス
（
個
体
数
調
査
）

週
１
回
、
１
時
間
程
度
の
調
査

③
猛
禽
類
定
点
調
査

１
日
の
み
、
複
数
の
定
点
で
の
終
日
の
調
査

こ
れ
ら
の
調
査
に
お
い
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
サ
シ
バ
、
ツ
ミ
、
オ
オ
タ
カ
、
チ
ョ
ウ
ゲ

ン
ボ
ウ
の
４
種
の
猛
禽
類
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
そ
の
う
ち
の
２
種
、
チ
ョ
ウ
ゲ

ン
ボ
ウ
と
ツ
ミ
に
つ
い
て
は
繁
殖
を
確
認
し

ま
し
た
の
で
、
以
下
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

猛
禽
類
調
査
報
告

調
査
期
間

①
随
時
調
査
お
よ
び
②
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス

２
０
０
７
年
３
月
日
〜
９
月
８
日

（
以
降
も
継
続
中
）

③
猛
禽
類
定
点
調
査

２
０
０
７
年
６
月
３
日

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

（
学
名：

F
alco

tinnunculus

）

一
般
生
態

農
耕
地
、
原
野
、
川
原
な
ど
の
上
空
で
よ

く
停
空
飛
翔
を
し
て
餌
を
探
す
茶
褐
色
の
ハ

ヤ
ブ
サ
類
で
、
体
が
細
く
て
尾
が
長
い
。
北

海
道
、
東
北
地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て

の
本
州
で
繁
殖
し
て
い
る
。

開
け
た
場
所
が
近
く
に
あ
る
崖
や
林
で
繁

殖
す
る
が
、
近
年
、
街
な
か
の
ビ
ル
や
鉄
橋

下
な
ど
で
の
繁
殖
が
多
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

繁
殖
は
単
独
で
行
う
場
合
と
コ
ロ
ニ
ー
を

形
成
す
る
場
合
が
あ
る
。
産
卵
数
は
通
常
３

〜
６
個
。
冬
は
各
地
の
開
け
た
場
所
で
見
ら

れ
る
。

営
巣
位
置

巣
そ
の
も
の
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
防
衛
行
動
、
幼
鳥
の
行
動
等
か
ら
玉
川

学
園
記
念
体
育
館
と
推
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
以
前
に
も
繁
殖
し
た
実
績
が
あ

り
、
複
数
つ
が
い
の
営
巣
も
確
認
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
１
つ
が
い
を
確

認
し
ま
し
た
。

繁
殖
経
過
（
巣
立
ち
か
ら
の
推
定
）

４
月
５
〜
10
日
ご
ろ

産
卵

５
月
５
〜
10
日
ご
ろ

ふ
化

６
月
11
日

家
族
群
の
飛
翔
を
確
認

７
月
前
半
ご
ろ

幼
鳥
の
分
散

＊
記
念
体
育
館
の
南
側
の
１
辺
で
は
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ

ラ
ス
の
繁
殖
を
確
認
し
ま
し
た
。
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

の
巣
は
３
月
15
日
の
時
点
で
形
が
で
き
あ
が
っ
て
お

り
、
５
月
30
日
ご
ろ
幼
鳥
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
、
奈
良
川
源
流
域
で
は
カ
ラ
ス
類

の
巣
を
他
に
も
２
個
確
認
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄

塔
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
に
架
巣
し
て
い
ま
し
た
。

観
察
結
果
抜
粋

３
月
15
日

記
念
体
育
館
近
く
に
て
、
飛
翔
を
確
認
し

ま
し
た
。

３
月
28
日

ピ
ル
ル
ル
ル
・
・
・
と
い
う
甘
え
る
よ
う

な
鳴
き
声
で
鳴
い
て
い
ま
し
た
。

４
月
４
日

ケ
ッ
ケ
ッ
ケ
、
キ
ュ
ル
ル
ル
・
・
・
と
鳴

き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
雄
の
求
愛
と
雌
の

受
け
入
れ
の
声
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
24
日

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
記
念
体
育
館
ま
た
は
近

く
の
木
に
と
ま
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
26
日

東
方
向
か
ら
記
念
体
育
館
に
向
か
っ
て
、

餌
を
足
に
持
ち
飛
翔
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
22
日

雌
が
と
ま
っ
て
い
る
近
く
に
雄
が
飛
来

し
、
餌
を
受
け
渡
し
た
様
子
で
し
た
。

５
月
26
日

体
育
館
か
ら

約
二
百
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
ハ
シ

ブ
ト
ガ
ラ
ス
の

巣
の
あ
る
鉄
塔

の
て
っ
ぺ
ん
近

く
に
と
ま
っ
て

餌（鳥類）を運ぶ（6/11）

成鳥雌？の飛翔（5/14）

体育館にとまる成鳥雌（6/5） 幼鳥（6/13）
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い
ま
し
た
。
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
に
追
わ
れ
て
と

び
た
ち
、
樹
林
の
陰
に
な
り
見
失
い
ま
し
た
。

６
月
６
日

記
念
体
育
館
の
南
辺
に
て
、
幼
鳥
の
可
能

性
の
あ
る
個
体
を
確
認
し
ま
し
た
。

６
月
11
日

家
族
群
と
思
わ
れ
る
３
羽
で
の
飛
翔
、
と

ま
り
を
確
認
し
ま
し
た
。
餌
の
受
け
渡
し
も

し
た
模
様
で
し
た
。

そ
の
後
、
最
大
４
羽
で
の
同
時
出
現
を
確

認
し
た
た
め
、
幼
鳥
は
少
な
く
と
も
２
羽
巣

立
っ
た
と
推
測
し
ま
し
た
。

７
月
11
日

幼
鳥
の
終
認
日
。

ツ
ミ
（
学
名：

A
ccipiter

gularis

）

一
般
生
態

ヒ
ヨ
ド
リ
か
そ
れ
よ
り
少
し
大
き
い
く
ら

い
の
小
形
の
タ
カ
類
。
北
海
道
〜
西
表
島
の

平
地
や
低
山
お
よ
び
亜
高
山
の
林
で
繁
殖
す

る
が
、
西
日
本
で
は
少
な
い
。

春
と
秋
に
日
本
各
地
で
渡
り
が
見
ら
れ
る

が
、
本
州
以
西
で
は
越
冬
す
る
も
の
が
あ
る
。

近
年
、
東
京
の
郊
外
で
繁
殖
す
る
も
の
が
あ

る
。
産
卵
数
は
通
常
３
〜
５
個
。

営
巣
位
置

玉
川
学
園
構
内
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
の
樹
上

（
詳
細
は
非
公
開
）

繁
殖
経
過
（
巣
立
ち
か
ら
の
推
定
）

６
月
24
日
〜
30
日
ご
ろ

産
卵

７
月
22
日
ご
ろ

ふ
化

８
月
11
日

巣
立
ち
確
認

９
月
前
半
〜
来
年
春
先
ご
ろ

幼
鳥
の
分
散

観
察
結
果
抜
粋

６
月
６
日
、
９
日

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
繁
殖
す
る
記
念
体
育

館
上
空
で
、
雌
雄
が
同
時
に
飛
翔
し
て
い
ま

し
た
。

７
月
21
日

鳴
き
声
（
キ
ー
キ
ー
キ
キ
キ
ー
、
以
下
Ｃ

２
と
す
る
）
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

７
月
23
日

成
鳥
が
針
葉
樹
の
樹
頂
に
と
ま
っ
て
い
る

の
を
確
認
し
ま
し
た
。（
こ
の
日
か
ら
幼
鳥

の
巣
立
ち
直
後
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
朝
、
巣
の
近

く
の
目
立
つ
位
置
に
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
）

７
月
29
日

と
ま
っ
て
い
た
木
の
近
く
に
出
現
し
た
カ

ラ
ス
を
、

雌
雄
で
鳴

き
な
が
ら

（
Ｃ
２
×
８

回
以
上
）

激
し
く
追

い
か
け
ま

し
た
。

８
月
４
日

巣
を
発

見
し
、
ヒ
ナ
を
少
な
く
と
も
２
羽
確
認
（
後

に
３
羽
と
判
明
）
し
ま
し
た
。
ヒ
ナ
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
白
い
綿
羽
に
包
ま
れ
て
お
り
、
翼

に
一
部
茶
色
い
幼
羽
が
生
え
て
き
て
い
ま
し

た
。

８
月
６
日

ヒ
ナ
た
ち
は
、
ま
だ
か
な
り
白
っ
ぽ
い
が
、

体
型
が
だ
い
ぶ
成
鳥
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。

８
月
11
日

幼
鳥
３
羽
の
枝
移
り
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
だ
３
羽
と
も
巣
の
す
ぐ
近
く
の
枝
に
い
ま

し
た
。

８
月
23
日

幼
鳥
２
羽
が
、
巣
の
近
く
の
林
内
で
追
い

か
け
っ
こ
す
る
よ
う
に
飛
翔
・
と
ま
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
時
折
、
「
ピ
イ
ピ
イ
ピ

イ
・
・
・
」
と
鳴
い
て
い
ま
し
た
。

９
月
４
日

幼
鳥
（
２
羽
以
上
）
は
、
ま
だ
巣
の
近
く

の
林
内
に
い
ま
し
た
。
観
察
中
に
、
成
鳥
雄

が
幼
鳥
の
い
る
林
内
に
餌
を
運
ん
で
き
ま
し

た
。
餌
は
小
形
鳥
類
の
よ
う
で
し
た
。

◆
参
考
文
献

森
岡
照
明
ほ
か
、
１
９
９
５
、
図
鑑
日
本
の

ワ
シ
タ
カ
類
、
文
一
総
合
出
版

池
田
昌
枝
ほ
か
、
１
９
９
１
、
南
関
東
都
市

部
に
お
け
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
繁
殖
状
況

と
環
境
特
性
、strix10:149-159

平
野
敏
明
、
１
９
９
４
、
繁
殖
期
に
お
け
る

ツ
ミA

ccip
iter

g
u
laris

の
鳴
き
声
活
動
と

空
中
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
、

Strix13:31-39

畑
隆
弘
、
２
０
０
７
、
ツ
ミA

c
c
ip
ite
r

g
u
laris

の
繁
殖
期
に
お
け
る
日
周
行
動
に
つ

い
て
、G

oshaw
k
5:27-35

（
写
真
・
文

小
森
谷
）

ツミ 成鳥雌（8/9）

巣立った幼鳥（8/12） 大きくなってきたヒナ（8/6）

綿羽に覆われたヒナ（8/4）

幼鳥（9/4）
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1996 年度～ 2007 年度

公開イベントリスト

1996 年度■発会式／お花見会／バードウォッチング／座間谷戸山公園見学会／春の植物観察会／バードウォッチング／開成町ホタルの里見学会／田植え／昆
虫観察会／ホタルの会／虫の声を聴く会／稲刈り、脱穀・もみすり／もちつき大会

1997 年度■バードウォッチング／冬の鳥バードウォッチング／植物観察とお花見の会／田おこし／谷戸・里山の保全について考える会／あぜ付けと田植え／
ホタルの夕べ／昆虫観察会／虫の声を聴く会／稲刈り、脱穀、もみすり／収穫祭

★絶滅危惧種ゼニタナゴの生息地の復元で、WWF JAPANの 1998 年度自然保護事業助成決定（以後３年間助成金を受け、神奈川県水産総合研究

所、玉川大学との共同事業としてゼニタナゴの復元を図る。現在も継続中）

1998 年度■バードウォッチング／植物観察とお花見の会／バードウォッチング／開成町 ホタル観察会／田植え／田の草取り／ホタルの夕べ／昆虫観察会／ゼ
ニタナゴの池掘り／稲刈り、脱穀／草笛の会／収穫祭

1999 年度■バードウォッチング／植物観察とお花見の会／昆虫観察会／ホタルの夕べ／虫の声を聴く会／収穫祭／竹の炭焼の準備

2000 年度■竹の炭焼／竹の炭焼(炭出し)／バードウォッチング／自然観察とお花見の会／草笛の会／ホタルの夕べ／虫の声を聴く会／収穫祭

2001 年度■節分 芋煮会／バードウォッチング／昆虫観察会／虫の声を聴く会／収穫祭

2002 年度■バードウォッチング／お花見の会／バードウォッチング／昆虫観察会／虫の声を聴く会／収穫祭

2003 年度■バードウォッチング／お花見の会／植物観察会／昆虫観察会／里山まつり／神奈川県教育委員会制作の学校教育放送番組「わくわくチャレンジ―
自然たいけんにでかけよう」で紹介される（TVKで放映）／バードウォッチング

2004 年度■草笛と野遊びの会／昆虫観察会／里山まつり／学校教育放送番組再放映／本山池の調査／バードウォッチング

2005 年度■バードウォッチング／お花見の会／昆虫観察会／里山まつり／環境教育シンポジウム『奈良池の保全と環境教育』参加・講演／本山池北側のゼニ
タナゴ池づくりに協力／

2006 年度■バードウォッチング・お花見の会／昆虫観察会／里山まつり

2007 年度■お花見の会・里山吟行／バードウォッチング／昆虫観察会／

★定期的な活動として、毎月第１・第３土曜日に、花壇の手入れ、里山公園のボランティア管理などを行っています。また、調査活動として、会員による、鳥類

調査、昆虫調査、植物調査を行っています。

★2005 年に、NHKが企画した、テレビの番組づくりを体験しながら、放送の仕組みを知ってもらう「NHK放送体験クラブ」に、奈良小学校の５年生が参加し、

自分たちの番組を作っています。生徒自身が、キャスターやレポーターになって構成、取材を行い、NHK横浜放送局のスタジオで制作したものです。

５年生の 4クラスのうち 2クラスが、奈良川源流域を守る会の活動を紹介し、1日遊んでも飽きないところ、この環境を守っていきたい、と奈良川源流域をレ

ポートしています。

★当会では、これまで、奈良小学校の総合教育に協力し、里山の案内なども行っています。

入
会
の
ご
案
内
（
入
会
随
時
）

▼
会
費
／
年
間
二
千
円
（
家
族
は
無
料
）

▼
会
員
の
方
に
は
、
会
報
『
カ
ワ
セ
ミ
だ
よ
り
』
を

お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
定
例
会
の
お
知
ら
せ
を
す

る
ほ
か
、
随
時
行
事
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

▼
連
絡
先
／
『
奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
』
事
務
局

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
〇
四
五
―
九
六
二
―
四
五
七

六
﹇
山
田
﹈（e

-m
a
il:n
a
ra
@
ya
to
.jp

）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
活
動
の
内
容
と
、
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（h

ttp
://n
a
ra
.ya
to
.jp
/

）

＊
源
流
域
の
谷
戸
内
の
緑
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
『
ナ

チ
ュ
ラ
パ
ス
』（
〇
四
五
―
九
六
二
―
一
六
八
三
）

で
も
随
時
入
会
の
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

▼
ご
一
緒
に
、
谷
戸
で
草
花
を
育
て
た
り
、
里
山
公

園
の
手
入
れ
を
し
ま
せ
ん
か
。
活
動
日
は
、
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日
で
す
。
草
花
の
世
話
は
、
状
況
に

応
じ
て
木
曜
日
に
も
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
編
集
後
記
│
│
│
│
│
│
│
│
│

当
会
は
発
足
当
初
か
ら
、
各
界
の
専
門
家
の
方
々

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
谷
戸
で
活
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
動

の
経
験
に
基
づ
い
た
い
く
つ
か
の
提
案
を
横
浜
市
に

し
て
き
ま
し
た
。
奈
良
川
の
源
流
付
近
の
柵
渠
を
元

の
小
川
に
復
元
す
る
生
態
系
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
こ
と
、
横
浜
市
が
所
有
す
る
谷
戸
内
の
休

耕
田
を
、
暫
定
的
に
で
も
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、

環
境
教
育
の
場
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
、
里
山

公
園
の
管
理
を
環
境
保
護
に
携
わ
る
市
民
団
体
に
委

託
す
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
い
ま
だ
に
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
谷
戸
の
休
耕
田
は
二
十
年
近
く
も
草

刈
り
費
用
を
か
け
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

で
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
を
死
蔵
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
、

自
然
と
触
れ
あ
い
、
学
ぶ
機
会
を
ど
れ
ほ
ど
失
っ
て

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
市
長
の
掲
げ
て
い
る
理
念

と
、
実
際
の
市
の
組
織
と
し
て
の
動
き
に
は
、
ま
だ

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

（
山
田
）

私たちは、この 11 年間、奈良川源流域の里山環境を守るた
め、周辺住民の方々にもそのすばらしさを実際見て、触れて、感
じていただきたいと思い、日本野鳥の会をはじめとする自然保護
団体の方々、大学の専門家の先生方をお招きし、様々なイベント
を開催してきました。その活動の一端をご紹介いたします。

あ
な
た
の
ご
意
見
を
横
浜
市
に

「
奈
良
川
源
流
域
を
守
る
会
」
で
は
、
貴
重
な

環
境
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
横
浜
市
の
各
部

局
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
川

の
復
元
、
遊
休
地
の
活
用
な
ど
、
各
種
の
要
望

も
し
て
き
て
い
ま
す
。

二
期
目
の
中
田
横
浜
市
長
は
、
積
極
的
に
市

民
の
声
を
生
か
し
た
、
市
民
の
た
め
の
行
政
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
里
山
環
境

を
守
る
た
め
の
ご
意
見
、
ご
提
案
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
以
下
の
行
政
の
窓
口
に
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
「
市
民
か
ら
の
提
案
」
は
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
受
付
は
、
青
葉
区
役
所
区
政
推
進
課

（
電
話：

〇
四
五
―
九
七
八
―
二
二
二
二
、
F

A
X：

〇
四
五
―
九
七
八
―
二
四
一
一
）
で
す
。

○
ご
利
用
方
法

市
の
施
設
（
区
役
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

や
、
駅
な
ど
に
あ
る
「
横
浜
市
Ｐ
Ｒ
ボ
ッ
ク
ス
」

に
、「
市
民
か
ら
の
提
案
」
専
用
封
筒
と
便
せ

ん
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
製
の
封
書
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
市
民
か
ら
の
提
案
」

と
明
記
の
う
え
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本山池に飛来したカワ
ウ。本山池はカワセミの
餌場にもなっています。

ボク、イタチ。この谷戸に棲んでるよ。

1996 年度～ 2007 年度

公開イベントリスト


